
Set

本機を長期間使用しない場合は、液漏れ防止のため電池を抜いて保管してください。

アイドル状態から30秒後にLCDが暗くなり、２分後に消灯します。
省電力モード時はパイロットランプが２秒おきに点滅します。ボタ
ンをどれか押すと、省電力モードから復帰しLCDが再点灯します。
本機の操作を60分間行わなかった場合は電源OFFになります。

ニッシン製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。

ご使用にあたっては、この取扱説明書をよくお読みにな
り、正しくお使いいただきますようお願いいたします。
また、カメラの操作・機能に関しましては、ご使用になる
カメラの取扱説明書をご参照ください。

コマンダー Air10s（ニコン用）は、ニッシン独自の電波式ワ
イヤレスTTLシステム「NAS（Nissin Air  System）」の送
信機です。 NASの受信機能を内蔵した機器を最大8グルー
プに分けてコントロール出来ます。なお、NASは他メーカー
のワイヤレスTTLシステムとの互換性はありません。

最新の対応カメラ一覧表は、
http://www.nissin-japan.comでご確認ください。

●2.4GHz帯（ISMバンド） ※技術基準適合認定取得済み
●使用可能範囲：最長100m（使用環境によって異なります）
●金属、ケーブル類、壁、2.4GHz帯を使用する他の機器など
によって、NASの使用可能範囲が制限される場合があり
ます。

電池蓋を図の①、②の順番
に開きます。

単４形電池２本の＋－の
向きを合わせて正しく挿入
してください。

電池蓋を①押してから②ス
ライドさせて閉めてくださ
い。

1.

2.

3.

電池の挿入

カメラに装着する

カメラから取り外す

省電力モード

使用できる電池： ニッケル水素電池（エネループ他）、アルカリ乾電池

本機は、電池の消耗を防ぐために、省電力モードを備えています。

電池は、同じブランドで同じタイプの新しい電池を使用して
ください。同時に交換することをお勧めします。また、充電池
の場合は、同時に充電した電池をご使用ください。

コマンダー

ニッシンエアシステム（NAS）はニッシンストロボと
ニッシンコマンダー専用に設計されたシステムです。

Air10sの取付足をロックピ
ン解除（Unlock）ボタンを押
しながらカメラのホットシュ
ーに挿入します。

差し込んで、ロックピン解除
ボタンから手を離すと、ロッ
クピンが下りて固定されま
す。

1.

2.

①[Unlock]（ロック解除ボタン）
を押しながら、②取付足を引き抜
きます。
丁寧にゆっくりと行ってください。

各部名称

基本操作

対応カメラ

取扱説明書

ワイヤレス撮影を行う前に、以下の手順にしたがって、コマン
ダーAir 10sとストロボやレシーバーのペアリング設定を行な
います。

注意!

【ステップ１】： コマンダー、ストロボ、レシーバーの電源
　　　　　　をOFFにする。

【ステップ２】： 以下の手順でペアリング設定を行います。

ビープ音がなりますので、
そのままで、②の
「コマンダーAir10sの設定」
を行います。

ビープ音がなりますので、
そのままで、②の
「コマンダーAir10sの設定」
を行います。

※複数台のスレーブユニットをお持ちの場合は、同様の操作
　を繰り返してください。
※21台までペアリングできます。
※複数台のスレーブユニットを1台ずつ順番にペアリングする
　時間を短縮したい場合は、先に何台かのスレーブユニット
　を長押ししてビープ音を出してから、最後に1回 Air10s
　を長押しすれば、一度にペアリングができます。

②　　　　　　　　　　 の設定

1. 「セレクトダイヤル（　）」と「電源オン/オフボタン（　）」
　を同時に３秒間長押しして
　ください。
2. パイロットランプが５秒間
　点滅した後、スレーブユニッ
　トのビープ音が止まります。
3. これでペアリングは完了です。

※Air10sはスレーブユニットに2～4秒
　遅れて設定が完了します。

※ペアリング作業が完了するまで
　スレーブユニットの操作を行わ
　ないでください。

コマンダー Air10s

Di700Aの設定

３秒間長押し

スレーブユニットの
ビープ音が止まると
ペアリングは完了。

パイロットランプ
が5秒間点滅

ビープ音

ワイヤレス撮影を行う前に

ご使用前に必ずペアリング設定を行なってください。

注意!

ペアリング設定は、電源をオフにしても設定が記憶されたま
ま残ります。テスト発光を行うときはコマンダーAir10sのパイ
ロットランプを押してください。

注意!

① ストロボ、レシーバー

「セットボタン（Set）」と
「電源オン/オフボタン（　）」を
同時に３秒間長押しして
ください。

グループボタン
グループオン/オフボタン
モデリングライトボタン
シャッターケーブル
ソケット(2.5mm)
モードボタン
LCDパネル
セレクトダイヤル
チャンネルボタン
HSSボタン　　  ビープボタン
ズームボタン　　操作ロックボタン

パイロットランプ
電源オン/オフボタン
ストラップ穴
ロックピン解除ボタン
マイクロSDカードスロット
電池蓋
AF補助光
取付足
シュー接点ピン

i60Aの設定
「パワー調整ダイヤル（　）」と
「電源オン/オフボタン（　）」
を同時に３秒間長押しして
ください。

３秒間長押し

ビープ音

ビープ音がなりますので、
そのままで、②の
「コマンダーAir10sの設定」
を行います。

AirRの設定
「電源オン/オフボタン（　）」を
３秒間長押ししてください。

ビープ音

３秒間長押し
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C

D

A

３秒間長押し

ニコン用

（NASの受信機能を内蔵するもの）
 の設定
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Di700Aの設定

チャンネル設定グループの設定と操作

■ ストロボのグループ設定

■ Air10sのグループ設定と操作方法

1. 液晶画面の左列のグループ表示が点灯しているときはセレ
クトダイヤルで表示されてい

　る全グループの設定値が変
更できます。

2. 操作したい特定のグループ
ボタンを押すと液晶画面の
そのグループ表示が点滅し
ます。点滅中はセレクトダイ
ヤルによりそのグループの
みの設定値変更ができます。
もう一度グループボタンを
押すとそのグループ表示が
点灯に戻ります。

3. グループを同時に押して点
滅させれば、2グループま
たは3グループ同時に、全
てを点灯させれば 4グルー
プ同時に変更を行うことも
できます。

4. 特定のグループの発光を停止
させる場合は、グループ点滅中に「グループ オン/オフ 
ボタン」を押してください。発光停止中は液晶画面の
グループ表示が 
「 - - -」と
　表示されます。

Air10sは 8つのグループがあり、グループごとでも、複数同
時でもコントロールできます。ただし、モデルによっては利用で
きるグループが限られる場合がありますのでご注意ください。

１つのグループには複数台のストロボを紐付けることができます。
紐付けできるストロボの台数は1グループ最大 7台となります。

では最初にストロボのグループ設定を行います。

本機は、無線 LANや他の電波式トランスミッターなど同じ
2.4GHz 帯を使用する無線機器との混信を防ぐために、通信
が安定する送信チャンネルへ切り替えできます。ストロボまた
はレシーバーなど受信側のチャンネルは基本的に自動設定
（Auto）に設定してください。自動設定の場合は、受信側は自
動的に本機の設定チャンネルと同じ値にセットされます。

【注】：受信側で手動設定できるモデルもあります。手動設定
　　　を行うと通信が安定する場合もあります。

■ TTLメモリー機能
TTLモードからMモードに切り替えた時、直前のTTL 発光
量がMモードでの発光量に変換される機能です。
最初にTTLモードで大まかな光量を決めたあと、Mモードに
切り替えて微調整できるので、最適な光量を素早く決定するこ
とができます。

■ 照射角（ズーム）の設定
Air10sは、受信側のストロボの照射角（ズーム）を遠隔操作
で切り替えられます。照射角は、A（オート）、 24、28、35、
50、70、85、105、135、200mmにセットできます。
A（オート）にすると、カメラの焦点距離に自動連動するオー
トズームになります。

■ ビープ音のオン/オフ
初期設定では、Air10sの操作を行うと受信側のストロボが
信号を受信したことを知らせるために「ピッ」というビープ音が
鳴ります。また、受信側のストロボがチャージ中の間もずっと
ビープ音が鳴ります。本機にはこれらのビープ音をオン・オフ
にする機能があります。

Air10sは 4つの基本グループ（A、B、C、D）と4つのアドバ
ンスグループ (A、B、C、D) があります。基本グループとアドバ
ンスグループは同じ画面で操作ができませんので「　  」を長
押しして画面を切り替えます。（※アドバンスグループの設定な
どについては後述参照）

【注】：グループD、A、B、C、Dは今後発売されるモデルで利
　　　用できます。

セットボタン (Set) を押すと、
現在選択されているモードが
点滅します。セレクトダイヤル
を回して紫色の「（　 ）」を選
び「Set」を押します。すると
グループが点滅しますので、い
ずれかのグループを選んでくだ
さい。

（利用できるグループ：A、B、C）
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Set

モードダイヤルを回して、
「ワイヤレスマーク」のいずれ
かのグループを選んでください。

（利用できるグループ：A、B、C）i60Aの設定

モードダイヤル

グループ切り替えダイヤルを
回して、いずれかのグループ
を選んでください。

（利用できるグループ：A、B、C）

セレクトダイヤル

AirRの設定
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セレクトダイヤル
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グループ 
オン/オフボタン

B
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A

ビープボタン

グループボタン

グループ切り替えダイヤル

【注】：「アドバンスグループで設定できるモード」については
　　　後述します。

【メモ】：照射角の初期値は24mmです。
　　　  リセット（パイロットランプの長押し）を行うと
　　　  24mmにセットされます。

1. 「モードボタン (　　  )」を押してM モード画面に切り替
えます。

2. 変更するグループのボタンを押して、グループ表示を点滅さ
せます。

3.セレクトダイヤルを回すと発光量が1/3EV※1ステップで切
り替わります。

4. 明るくしたいときはダイヤ
ルを時計回りに、暗くした
いときは反時計回りに回し
てください。

5. 決定ボタンを押さなくても、
設定値はリアルタイムに反
映されます。

6. 設定を終了するときは、も
う一度グループボタンを押
して、グループ表示を点灯
してください。

手動光量調節の仕方：

1.M.zoomボタンを長押しします。
2. 変更するグループボタンを押して、グループ表示を点滅させ
ます。

3.セレクトダイヤルを回すと照射角が切り替わります。
4. 別のグループを切り替える
場合は、上記グループボタ
ン押して、グループ表示を
点灯にし、上記操作（2、
3、4）を繰り返してください。

5. 元の画面にすぐに戻るには、
もう一度M.zoomボタン
を長押してください。何も
操作しないで放置すると約
7秒後に自動的に元の画
面に戻ります。

照射角（ズーム）の切り替え方：

1.「ビープボタン（　 ）」を長押しするとビープ音がオフになり
ます。

2.ビープ音をオンにするときは、もう
一度「ビープボタン（　 ）」を長押
ししてください。

ビープ音の停止の仕方：

B

C

D

A

M.zoomボタン

モードボタン

M.zoom
mm

Set

※1. 対応したストロボが必要です。

Air10sの機能説明

■ Air10sのチャンネル切り替え方法

■ モード設定

1. 「モードボタン (　　  )」を押してTTLモード画面に切り
替えます。

2. 変更するグループのボタンを押して、グループ表示を点滅さ
せます。

3.セレクトダイヤルを回すと補正値が1/3EV※1ステップで切
り替わります。

4. 暗くしたいときは－方向に、
明るくしたいときは＋方向
に回してください。

5. 決定ボタンを押さなくても、
設定値はリアルタイムに反
映されます。

6. 設定を終了するときは、も
う一度グループボタンを押
して、グループ表示を点灯
してください。

1. 「チャンネルボタン（Channel）」を長押しするとチャンネ
ル設定画面に切り替わります。

2. セレクトダイヤルを回し、
チャンネルを選びます。
Di700A、 i60A、 AirR を
使用するときは、チャンネ
ル2～ 8をお選びください。

3.もう一度「チャンネルボタ
ン（Channel）」を長押し
するか、10 秒間無操作に
すると、元の画面に戻ります。

Air10sには、自動調光の「TTLモード」と手動調光の「M（マ
ニュアル）モード」の二つのモードがあります。
モードの切り替えは「モードボタン」で
行います。TTLモードからMモードに
切り替えた時は、「TTLメモリー機能」
により直前のTTL 発光量がMモード
での発光量に変換されます。

液晶画面下部に「TTL」と表示されます。TTLは発光量を自
動調節するモードで、調光補正により微調節ができます。
補正値はセレクトダイヤルを回して1/3EV※1ステップ刻みで
調節できます。暗くしたいときは－方向に、明るくしたいときは
＋方向に回してください。

調光補正範囲：-2EV ～ +2EV

Di700A、i60A、AirRをお使いの場合は、チャンネル1
を使用できません。チャンネル2～ 8を利用してください。
チャンネル1は今後発売されるモデルで利用できます。

重要
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モードボタン

セレクト
ダイヤル

チャンネルボタン

調光補正の仕方：

TTLモード

液晶画面下部に「M」（マニュアル）と表示されます。M（マニュア
ル）モードは発光量を手動調節するモードです。セレクトダイヤ
ルを回すと発光量が1/3EV※1ステップ刻みで変えられます。光
量は1/1が最大で、分母が大きくなるほど光量は小さくなります。

調節範囲：1/256 ～ 1/1  モデルやファームウェアバージョ
ンによっては最小発光量が 1/128になります。また、HSS
（FP）モードの時は、最小発光量が自動的に1/32に制限さ
れます。詳しくは後述のハイスピードシンクロ（HSS）機能の
項目をご覧ください。

M（マニュアル）モード

モードボタン
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■ モデリング発光

■ 各モードで利用できるグループ

■ 主な仕様

■ ファームウェアアップデートについて
ストロボの光の方向性や、モディファイヤーを装着したときの
光の拡散具合をシミュレーションできるように、本機ではモデ
リング発光機能を制御できます。

弊社サイトからダウンロードしたファイルをマイクロSDに書
き込み、製品のカードスロットに差し込んでアップデートで
きます。
詳しくは弊社ホームページ（www.nissin-japan.com）の
サポート/ダウンロード」コーナー内に、「ファームウェア・
アップデート」へのリンクがありますのでご確認ください。
URL:www.nissin-japan.com/firmware.html

●ニッシンエアシステム（NAS）は、他のワイヤレス機器と
混信しないように固有の IDが割り当てられます。

●電波通信を行っている他のワイヤレス通信システムや他
の無線機器との混信を防ぐために、通信チャンネルを切
り替えることもできます。

●本機ご使用の前に、コマンダー Air10sとストロボやレ
シーバーのペアリング（ID）設定を行いますが、通信チャ
ンネルはペアリング設定時に自動で割り振られますので、
最初はチャンネル設定は特に必要ありません。

●通信チャンネルの切り替えは他の電波機器による混信が
起こる時などに、混信を避けるために行なってください。

対応カメラ

ワイヤレス方式

通信

チャンネル

発光グループ

電源
発光間隔
発光回数
使用可能範囲
動作モード

ズーム調整

ストロボ調光補正
機能

TTLモード

Mモード

ミックスモード
（TTL/M混在）

ニコン製デジタル一眼レフカメラ

NAS（Nissin Air System）準拠の
電波式（2.4GHz帯）
事前にペアリング設定を行ったNAS対応
機器とのみ通信
8チャンネル（本機よりペアリングを行った
グループ全体の機器を一括にて設定）
A～D・A～D合計8グループ（グループ別
制御、グループ一括制御、グループ別発光
停止が可能。A～Dは基本グループ、A～D
はアドバンスグループ）※1
単4型2本（別売）
最速10回/秒
約3,000回（アルカリ乾電池使用時）
最長100m（使用環境によって異なります）
TTL・・・i-TTL 、1/3EVステップ ※2
M（マニュアル）・・・FULL～1/256、
　　　　　  　  1/3EVステップ※2 
本機よりNASストロボの照射角変更可能
（AUTO・24/28/35/50/70/85/105/
135/200）
-2.0～+2.0（TTL）・1/256～1/1（マニュ
アル）  1/3EVステップ  グループ毎およ
び全グループ一括での調整が可能

A、 B、 C、 D、 A、 B、 C、 D

A、 B、 C、 D、 A、 B、 C、 D

A、 B、 C、 D
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パイロットランプ
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操作ロックボタン

■ ミックスモード

モードの切り替え方法：

基本グループからアドバンスグループへの切替え方

アドバンスグループで設定できるモード

アドバンスグループについて

補足資料／主な仕様

基本グループからアドバンスグループへ
画面切り替えを行う時は「　　」を長押
ししてください。

アドバンスグループにおいて、特定のグループ表示点滅時に
「モードボタン（　　  ）」を押すと、そのグループのモードが
切り替わります。

基本グループを利用する場合は、すべてのグループは同じ
モードしか選べません。つまり、全部 TTLモードか全部M
モードかどちらかになります。
しかし、アドバンスグループ
のみで使用する場合は、
モードを混在させることがで
きます。

■ オープンモード（複数台のコマンダーと通信できる新機能）

オープンモードの設定方法：

■ チャンネル設定が必要な場合

●アドバンスグループにおいて、「モードボタン（　　  ）」を
長押しするとオープンモードに切り替わります。

●使用するストロボが手動チャンネル設定の場合は、自動
（AUTO）に切り替えるか、またはAir10sと同じチャンネ
ルにセットしてください。

NASの新機能であるオープンモードはアドバンスグループで
利用できます。通常固有 IDで識別されているNASシステム
では1台のストロボに1台のコマンダーしかペアリングでき
ません。しかし、オープンモードが搭載されているストロボの
場合は、ペアリングなしで通信が行えるオープンモードに切
り替えることにより、１台のストロボが２台以上のコマンダー
の信号を受信できるようになります。

【注】：アドバンスグループ A、B、C、DはDi700A、i60A、
　　　AirRでは利用できません。今後発売されるモデルで利
　　　用できます。
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モデリングライトボタン

【注】：後日ファームウェアアップデート予定

1. モデリング発光するグループボタンを押して、グループ表示
を点滅させます。

2.「モデリングライトボタン（　　）」を押すとそのグループの
ストロボがモデリング発光し、液晶画面のグループ表示の
右隣にモデリングマークが表示されます。

3. モデリング発光を
停止する場合は、
もう一度「モデリ
ングライトボタン
（　   ）」を押して
ください。

モデリング発光の仕方：

AF補助光（一眼レフカメラで作動します）

■ ハイスピードシンクロ（HSS）機能
Air10sは、1/8,000 秒のシャッタースピードまで同調するハ
イスピードシンクロ機能に対応しています。本機能は、TTL
モードでもMモードでも使用できます。

■ その他の機能

低コントラストの被写体を撮影するときや、暗所で撮影を行
うとき、Air10sは自動でAF補助光を被写体に照射し、合
焦しやすくします。AF補助光はシャッターが開く前に消えま
すので、撮影画像には写りません。

操作ロック

誤操作防止のための「操作ロック」モードを装備しています。
操作をロックするときは、セレクトダ
イヤルの真ん中にある（　 ）を長押
ししてください。解除するときは操作
ロックボタンをもう一度長押ししてく
ださい。

リセット

リセットを行う場合はパイロットランプ
を5秒間長押ししてください。

カメラメニューの外部ストロボ機能設定でフラッシュ撮影同調
速度を「オートFP」に切り替えてください。（Air10sのHSS
ボタン（　  ）は機能しません）

ハイスピードシンクロを有効にする方法：

モデリングライトボタン

【例】： A、Bグループは TTL、
　　　C、Dグループは
　　　　　　　　  Mモード
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Air10sは 4つの基本グループ（A、B、C、D）と4つのアドバ
ンスグループ (A、B、C、D) を選んで利用できます。
Di700A、i60A、AirRではアドバンスグループは利用できま
せんが、今後発売されるモデルで利用できますので、ここでは、
基本グループからアドバンスグループへの画面の切り替え方と、
モードについてご説明致します。

【注】：グループD、A、B、C、Dは今後発売されるモデルで利
　　　用できます。

※1. Di700A、i60A、AirRの3モデルは、A、B、Cの3グループのみ利用可能。
※2. 1/3EVステップ調光、最小発光1/256に対応したストロボおよびレシ
　　 ーバーの場合。
※3. アドバンスグループのみ対応。
※4. カメラ側で設定が必要です。また、カメラ側に機能がない機種がござい
　　ます。 詳しくは対応表をご覧ください。
※5. モデリングランプを搭載し制御に対応したストロボに限ります。

※ 製品の仕様は、改良などにより予告なく変更することがあります。

TTL調光で得られた発光量がマニュアルモード切替時に反映
される「TTLメモリー機能」搭載
複数ストロボと同時にペアリングできる「オープンモード」対応※3
TTL発光モードとマニュアル発光モードを混在して使用できる
「ミックスモード」対応※3
ハイスピードシンクロ/FP発光： 対応※4
後幕シンクロ： 対応※4
モデリングランプ： グループ毎にオンオフが可能※5
AF補助光： 有効距離 0.7～5m
背面操作部： LCDカラーディスプレイ・ダイヤル式マルチセレク
　　　　　　ター
ファームウェアアップデート： microSDカードによるユーザー
　　　　　　　　　　　　  アップデート
付属品　　　　　 専用ケース
寸法（幅x高さx奥行）　約65x60x60mm
質量　　　　　　 73g（電池除く）

※ 対応したストロボが必要です。

※ 仕様上、最小発光量は1/32までです。液晶画面上で
1/32 未満に合わせても、シャッターを切ると発光量は
自動的に変更されます。


